
三
鷹
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政

　
三
鷹
市
は
、
昭
和
四
十
六
年
、
全
国
の
自
治
体
に

先
駆
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
行
政
計
画
に
位
置
づ
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ン
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
基

づ
き
、
四
十
九
年
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

条
例
を
制
定
す
る
と
と
も
に
、
市
を
七
住
区
（
人
口

二
～
三
万
人
）
に
わ
け
、
各
住
区
へ
の
セ
ン
タ
ー
の

整
備
、
市
民
自
ら
の
セ
ン
タ
ー
管
理
を
三
つ
の
柱
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
を
推
進
し
て
き
た
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
プ
ラ
ン
か
ら
市

民
の
主
体
的
参
加
方
式
を
採
用
、
地
域
住
民
に
よ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
」
を
組
織
し
、
建
設
後
、

こ
れ
の
発
展
的
解
消
に
よ
る
「
住
民
協
議
会
」
を
設

立
。
協
議
会
は
、
七
十
～
百
二
十
人
程
度
の
構
成
で
、

セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

企
画
・
実
施
、
広
報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

２

実
施
計
画
と
連
動
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
ル
テ
づ
く
り

　
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
の
考
え
方
、
住

民
協
議
会
に
よ
る
活
動
を
基
盤
に
、
三
鷹
市
で
は
、

昭
和
六
十
五
年
ま
で
の
基
本
構
想
・
計
画
の
計
画
期

間
中
、
実
施
計
画
へ
の
市
民
の
意
向
反
映
を
目
的
と

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ
づ
く
り
を
始
め
た
。

　
カ
ル
テ
第
一
回
目
は
昭
和
五
十
五
～
五
十
六
年
に

実
施
さ
れ
、
第
二
次
実
施
計
画
へ
反
映
、
第
二
回
目

は
昭
和
五
十
八
～
五
十
九
年
で
、
第
三
次
実
施
計
画

と
改
定
基
本
計
画
へ
反
映
さ
れ
た
。
第
三
回
目
は
、

基
本
構
想
の
改
定
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
、
第
一
・

第
二
の
ス
テ
ッ
プ
に
わ
け
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
（
昭
和

六
十
二
年
）
を
こ
れ
ま
で
の
カ
ル
テ
と
同
様
に
第
四

次
実
施
計
画
へ
反
映
さ
せ
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
（
昭
和

六
十
二
～
六
十
三
年
）
で
は
カ
ル
テ
に
基
づ
く
「
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
検
討
を
行
い
、
新
基
杢
俗
想
・

基
本
計
画
と
新
実
施
計
画
に
反
映
さ
せ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ
の
進
め
方
と
内
容

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ル
テ
は
、
市
民
自
ら
の
手
で
住

区
の
地
域
生
活
環
境
を
点
検
し
、
現
状
把
握
、
将
来

展
望
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
住
民
協
議
会

が
中
心
に
な
っ
て
検
討
組
織
を
つ
く
り
、
住
区
の
住

民
に
対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
を
は
じ
め
集
会

や
実
地
調
査
な
ど
を
行
い
、
結
果
を
議
論
し
、
ま
と

め
、
市
へ
要
望
・
提
言
と
し
て
提
出
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
各
地
区
共
通
の
も
の
と
地
区

独
自
の
も
の
が
あ
り
、
地
区
独
自
の
設
問
は
住
民
協

議
会
が
設
定
し
た
。
集
計
作
業
は
主
に
行
政
で
行
っ

た
が
、
そ
の
分
析
と
課
題
設
定
は
住
民
が
検
討
し
た
。

住
民
が
文
章
化
ま
で
行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

４

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
つ

く
ろ
う
！

　
第
三
回
目
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
方

法
の
限
界
を
乗
り
越
え
る
や
り
方
を
模
索
し
た
結
果

考
え
出
さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
を
住
民
主
体
で
つ
く
る
こ

と
に
、
行
政
内
部
で
は
可
能
性
に
つ
い
て
疑
問
が
多

か
っ
た
が
、
担
当
者
の
ね
ば
り
強
い
提
案
で
実
行
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
各
住
区
担
当
者
九
人
と
い
う
庁

内
あ
げ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
が
整
っ
た
。

　
プ
ラ
ン
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
を
含
み
、
か

つ
、
住
民
協
議
会
の
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

指
針
と
す
る
も
の
と
、
行
政
が
精
査
・
分
類
の
後
、

新
基
本
計
画
に
反
映
さ
せ
る
も
の
と
を
含
む
と
さ
れ

各
住
区
で
検
討
さ
れ
た
。
各
住
区
が
必
ず
モ
デ
ル
事

業
を
提
案
す
る
こ
と
を
プ
ラ
ン
の
目
玉
と
し
て
、
こ

れ
を
住
民
と
市
の
協
働
の
分
野
に
位
置
づ
け
る
こ
と

と
し
た
。プ

ラ
ン
の
内
容

　
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
検
討
内
容
や
方
法
は
、
基

本
的
に
住
民
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
が
、
市
で
は
、
作

成
の
手
引
き
と
な
る
よ
う
、
カ
ル
テ
や
プ
ラ
ン
の
位

置
づ
け
、
最
終
報
告
書
構
成
例
、
ま
ち
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
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（
ま
ち
づ
く
り
手
法
例
）
を
示
し
た
。

　
『
市
が
示
し
た
最
終
報
告
書
構
成
は
、
①
総
論
、
②

住
区
の
現
況
と
課
題
（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
た

市
民
意
向
、
住
区
内
現
況
図
、
住
区
内
要
素
マ
ッ
プ

〔
現
地
調
査
の
集
約
等
〕
）
、
③
改
善
案
の
提
案
（
住

民
協
議
会
の
今
後
の
あ
り
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
の
各
事
業
の
あ
り
方
、
地
域
生
活
環
境
の
今

後
の
あ
り
方
）
、
④
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
案
、

⑤
検
討
経
過
・
委
員
名
簿
等
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
実
際
の
検
討
内
容
や
構
成
は
、
モ
デ
ル
事
業
だ
け

が
プ
ラ
ン
内
容
で
あ
っ
た
住
区
、
モ
デ
ル
事
業
と
住

民
協
議
会
活
動
を
分
け
て
提
案
し
た
住
区
、
課
題
ご

と
に
モ
デ
ル
事
業
も
含
む
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
含
め

た
総
合
的
な
提
案
を
行
っ
た
住
区
な
ど
様
々
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
目
玉
で
あ
る
モ
デ

ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
出
し
た
モ
デ
ル
事
業

の
整
備
イ
メ
ー
ジ
を
専
門
家
が
「
絵
」
で
表
現
し
て

い
る
の
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

役
員
会
、
全
体
会
を
含
め
る
と
、
約
一
年
間
で
延
べ

九
十
一
回
も
の
会
合
を
か
さ
ね
た
。

　
ま
た
、
委
員
以
外
の
住
民
の
意
見
も
聞
こ
う
と
、

各
分
科
会
で
、
テ
ー
マ
に
関
係
あ
る
サ
ー
ク
ル
や
団

体
な
ど
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
懇
談
会
を
行
っ
た
り
、

一
般
市
民
参
加
の
「
湧
き
水
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
会
」

「
大
沢
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
現
地
調
査
も
、
分
科
会
ご

と
に
必
要
に
応
じ
て
行
っ
た
。

　
そ
の
他
の
住
区
で
も
、
他
都
市
の
視
察
、
ア
イ
デ

ア
の
カ
ー
ド
化
に
よ
る
議
論
、
合
宿
に
よ
る
検
討
会
、

勉
強
会
（
カ
ラ
ー
リ
ス
ト
を
招
い
て
、
ま
ち
の
景
観

を
考
え
る
）
な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
成
果

　
こ
の
よ
う
に
、
行
政
・
住
民
の
多
く
の
努
力
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
課
題
（
提
言
）

は
、
行
政
が
施
策
化
で
き
る
も
の
は
実
施
計
画
や
通

常
の
予
算
に
組
み
込
み
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
、
実

現
が
難
し
い
、
他
機
関
へ
要
請
す
る
、
引
き
続
き
検

討
な
ど
に
分
類
し
、
各
住
区
に
回
答
を
行
っ
た
。

　
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、
河
川
敷
の
改
善
、
バ

ス
停
付
近
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
、
公
園
の
整
備
、

歩
道
空
間
の
改
善
な
ど
い
く
つ
か
が
、
提
案
さ
れ
た

「
絵
」
の
通
り
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
大
き
な
成
果
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
の
障
害
者
の
機
能
回
復
訓
練
な
ど
、
住
民
協
議
会

自
ら
の
活
動
と
し
て
提
案
し
た
も
の
の
多
く
が
実
行

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
地
域
の
課
題
発
見
と
そ
の
解

決
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
ら
が
行
っ
て
い
く
、
と
い
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
、
こ
の
プ
ラ
ン
づ
く
り

が
大
い
に
役
立
っ
た
と
言
え
よ
う
。

特
集
・
市
民
参
加
の
実
践
①
市
民
参
加
実
践
事
例
集

図‐１　アンケートの分析によるコミュニティカルテ

図‐２　住区ごとに多様な表現と内容の「まちづくりプラン」
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ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
作
成
体
制
と
進
め
方

　
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
作
成
は
、
住
民
協
議
会
の

メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
委
員
会
を
組
織
し
て
行

わ
れ
た
。
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、
平
均
十
回
程

度
の
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

　
最
も
熱
心
に
議
論
が
行
わ
れ
た
大
沢
住
区
で
は
、

地
域
住
民
に
関
わ
る
す
べ
て
の
事
柄
を
プ
ラ
ン
の
対

象
と
し
て
考
え
よ
う
と
、
あ
ら
か
じ
め
課
題
を
整
理

し
、
ま
た
多
様
な
問
題
領
域
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
各
分
野
で
活
動

し
て
い
る
住
民
や
専
門
家
も
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
住

民
三
十
八
名
、
市
職
員
九
名
で
委
員
会
を
組
織
し
た
。

そ
し
て
、
五
つ
の
分
科
会
、
起
草
委
員
会
を
設
置
し
、

７


	page1
	page2

